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研究成果の概要（和文）：

西アジアで、農耕の開始以前から都市成立にまでの時期（15000 年～5000 年前）の動植物

資源利用と環境変遷があきらかになった。新石器時代の初期農耕集落の生業基盤について、利

用された資源の多様性や量などについて、動物質食料、植物質食料の両面から明らかにするこ

とができ、家畜化、栽培化の経緯と都市の成立基盤となった食料生産技術の発達や、遊牧とい

う生業形態の開始過程について考察する資料を得た。

研究成果の概要（英文）：
The study has investigated the use of both animal and plant resource and changes of

the environment during the period before the beginning of agriculture to the period of
formation of city states in West Asia. We could obtain data on the range and quantity of
animals and plants utilized by the people in early agricultural villages in the Neolithic,
which will help understanding the process of domestication and the subsistence basis
for the development of cities in northern Mesopotamia. We also investigated the
beginning of nomadic pastoralism.
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１．研究開始当初の背景
本特定領域研究は、西アジア古代王国の創建
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リ山系の自然と文化の変遷を解明し、同地の先
史社会が定住社会を経て古代都市社会へ発展
した経緯と、定住社会の出現のなかでセム系部
族社会が形成された経緯を解明することを目

研究種目：特定領域研究

研究期間：2005～2009

課題番号：17063007

研究課題名（和文）西アジア先史時代から都市文明社会への生業基盤の変化に関する

動物・植物考古学的研究

研究課題名（英文）Zooarchaeological and ethnoarchaeobotanical research on changes in

subsistence from prehistory to the period of urbanization.

研究代表者

本郷 一美 (Hongo Hitomi)

総合研究大学院大学葉山高等研究センター 准教授

研究者番号：20303919



的とするものであった。
西アジアの古代都市社会の生業基盤に関す

る研究は、欧米の研究者を中心に、農耕と牧畜
の発達について西アジアの過去１万５千年間
の環境史と家畜化・栽培化および家畜・栽培植
物の伝播についての知見をあわせ、文化史と環
境史の両側面から考察する試みが始まってい
た。しかし、新石器時代の植物利用に関する研
究者は少なく、栽培化過程に関しての解明は進
みつつあるものの、生産量を上げる栽培技術の
急速な進展については明らかになっていなか
った。本課題は、特定領域の他の研究班と連携
し、西アジアの定住農耕牧畜社会の成立過程と
その後の技術の発達を明らかにし、古代都市社
会の成立期における生産性の向上と社会の複
雑化および環境の変遷についての新たな資料
を提供することをめざした。

２．研究の目的

本研究は、西アジアにおける家畜化・栽培

化過程に伴う生業基盤の変化を明らかにし、

先史社会が定住社会を経て古代都市文明社

会へと変化する中で、牧畜・農耕が生業基盤

として重要性を増す経緯を探ることを目的

とした。ビシュリ山系地域に「セム系部族社

会」が形成された過程を探るためには、セム

系部族社会の成立の前提として、どのような

動物性資源と植物性資源が利用可能であっ

たか、各時代でその利用にどのような変化が

生じたかを把握することが必要である。その

ために西アジアの広範囲にわたる地域でナ

トゥーフ期から青銅器時代に至る異なる時

代の遺跡で動・植物遺存体の収集と分析を行

った。また、都市の出現の背景として、食料

生産技術の発達、集約化と分業化の進行は重

要であったと考えられ、この点を明らかにす

ることをめざした。

３．研究の方法
遺跡出土の動物遺存体資料と植物遺存体

資料を分析し、種同定、遺跡で利用された種
の相対的な割合、動物の年齢査定、サイズの
計測などを行った。

2005-6 年度はビシュリ山系の調査が開始

されていなかったため、周辺地域の遺跡資料

の収集と分析を中心に研究を進めた。動物遺

存体分析は、トルコ南東部のユーフラテスお

よびチグリス上流域の新石器時代遺跡出土

の動物骨を対象とした。また、日本国内のシ

リア出土の動物骨資料の情報収集を行った。

植物遺存体の分析はシリア北部の新石器時

代の遺跡出土資料を対象とした。ともに牧畜

と農耕の開始過程に関わる時代の重要な資

料である．
2007 年度以降は、シリア、トルコ、ヨル

ダン、イランの遺跡から出土した動植物遺

存体の分析を継続し、特に定住農村成立期

の生業基盤についてのデータを収集した。

これと並行して、ビシュリ山系のテル・ガ

ーネム・アル・アリ遺跡の調査で採取した

青銅器時代初期の土壌から炭化種子を採集

し、同定した。また、遺跡周辺の現在の植

生に関する調査を行った。テル・ガーネム・

アル・アリ遺跡から出土した動物遺存体の

同定分析を行い、比較研究のために同時期

のテル・ブデリ遺跡出土の動物遺存体（ド

イツ・チュービンゲン大学所蔵）の同定分

析を行った。

研究期間中に対象としたのは以下の遺跡

の資料である。

シリア

デデリエ遺跡 （ナトゥーフ期）

セクル・アル・アヘイマル（PPNB および土

器新石器時代）

テル・エル・ケルク （PPNB および土器新

石器時代）

トルコ

サラット・ジャーミ・ヤヌ（土器新石器時

代）

チャヨヌ（PPNA, PPNB, 土器新石器時代）

ヨルダン

ワディ・アブ・トレイハ（PPNB）

イラン

タンギ・ボラギ（終末期旧石器時代、前新

石器時代）

アゼルバイジャン

ギョイテペ（新石器時代）

４．研究成果

これまでの調査によって、農耕の開始以前

から都市成立の時代にいたる時期の、西アジ

ア広域における、利用動植物と環境変遷の証

拠が数多く得られた。新石器時代の初期農耕

集落の生業基盤に関しては、利用された資源

の多様性、量、等について動物質食料、植物

質食料の両面から明らかにすることができ

た。また、ヨルダンの乾燥地帯に立地する新

石器時代遺跡での研究により、遊牧という生

業形態の開始過程について明らかにするこ

とができた。

ビシュリ山系地域の前期青銅器時代遺跡

の生業は、基本的には新石器時代末までに成

立した定住農耕村落の資源利用の伝統を継

承するものであったと考えられる。テル・ガ

ーネム・アル・アリ遺跡から採取した炭化種

子の分析により、この遺跡ではオオムギが多

く出土し、コムギは少ないことがわかった。

その他、ブドウの他、ツルナ科、アカザ科、



マメ科の種子が検出された。出土した植物の

種類から、遺跡周辺で灌漑農耕による塩害が

進行していた可能性があること、この遺跡で

家畜の糞を主な燃料としていたらしいこと

などがわかった。

テル・ガーネム・アル・アリ遺跡から出土した作

物種子 （図：丹野・赤司）

動物遺存体分析の結果からは、テル・ガー

ネム・アル・アリ遺跡でヒツジが非常に重要

であったこと、家畜は遺跡内で飼育されてい

たことが明らかになった。

テル・ガーネム・アル・アリ遺跡出土の動物骨の

種別割合（破片数 n=46）（図：Omar・本郷）

これらのことから、テル・ガーネム・アル・

アリ遺跡は、ユーフラテス中流域の重要な場

所に立地していると同時に、その経済的な性

格は自給自足的な集落であることが推定さ

れた。遊牧民との交渉や交易といった戦略は、

青銅器時代のユーフラテス中流域の遺跡に

おいて、集約的な農耕と牧畜の弊害を補完す

る方法のひとつとしても有効であったと思

われる。
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